
明石工業高等専門学校 基準３ 

基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

本校一般科目では，Ⅱ目的にて述べたように８項目の具体的な学習・教育目標を設定し，担当教員

はこれを達成すべく配当された教育課程表（別添資料３－１－①－１）の各科目を担当している。一

般科目担当専任教員は，高等専門学校設置基準を満たす 18 名により構成され，その担当教科の内訳

は国語２，社会２，数学４，理科２，英語５，保健体育３であり，教員の専門分野を考慮した適切な

配置がなされている。これに経験や専門分野の見識を考慮して選ばれた 29 名の非常勤講師を加え，

幅広く設定された諸科目の教育に当たっている（資料３－１－①－２）。ここに見られるように専任

教員は専門分野を考慮し，担当時間数にも偏りなくバランスよく配置されている。また，外国人の専

任教員をおいて実践的な英会話能力獲得のための科目にあてるなど，本校一般科目の学習・教育目標

の効果的な達成を意図した担当配置を行っている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 一般科目担当専任教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，教育課程表に配当された科

目構成と比してバランスのとれた専門分野の配置となっている。専任教員にあっては専門分野や担当

時間数の均衡化にも配慮しつつ，一般科目の学習・教育目標達成のために適切な担当配置を行ってい

る。 

 以上のことから，本校一般科目担当教員は，教育の目的を達成するために適切に配置されている。 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－①－２ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧（一般科目）（一部） 

氏
名

善
塔
　
正
志

川
島
　
朋
子

長
谷
川
　
博
史

香
川
　
勝
俊

二
宮
　
博

面
田
　
康
裕

高
野
　
啓
児

松
宮
　
篤

武
内
　
將
洋

倉
光
　
利
江

大
原
　
康
昇

松
下
　
幸
一

後
藤
　
太
之

松
田
　
安
隆

穐
本
　
浩
美

J
o
h
n
 N

e
vara

前
原
　
澄
子

大
和
　
知
史

田
植
　
隆

濱
野
　
正
美

織
田
　
正
廣

笹
倉
　
成
文

波
毛
　
康
宏

河
島
　
真

李
　
東
彦

西
島
　
和
彦

専
門
分
野

近
世
文
芸

中
世
国
文
学

日
本
中
世
史

商
業
地
理
学

線
形
代
数
と
初
等
幾

幾
何
学

p
-
進
代
数
群
の
表

解
析
学

ロ
ボ

ッ
ト
工
学

醗
酵
工
学

運
動
方
法
学

運
動
方
法

体
育
原
理

英
文
学

英
語
教
育

英
語

英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝

英
語
教
育

学
年

学
科
*

必修/選
択

授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

講
師

助
教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

教
授

教
授

教
授

講
師

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

1 M 必修科目 国語（現代文） 通年 3 ○

1 M 必修科目 国語（古典） 前期 3 ○

1 M 必修科目 地理 通年 2 ○

1 M 必修科目 数学Ａ 通年 4 ○

1 M 必修科目 数学Ｂ 通年 2

1 M 必修科目 物理 通年 3 ○

1 M 必修科目 化学 通年 2

1 M 必修科目 保健体育 通年 2 ○ ○ ○

1 M 必修科目 英語Ａ 通年 3 ○ ○

1 M 必修科目 英語Ｂ 通年 2 ○

1 M 必修科目 英会話（クイン） 後期 1
1 M 必修科目 英会話（ルーオー） 後期 1
1 M 選択科目 音楽 通年 2

1 M 選択科目 美術 通年 2

2 M 必修科目 国語（現代文） 通年 3 ○

2 M 必修科目 国語（古典） 前期 3 ○

2 M 必修科目 倫理 通年 2 ○

2 M 必修科目 歴史 通年 2 ○

2 M 必修科目 微積分 通年 4 ○

2 M 必修科目 代数 通年 2

2 M 必修科目 物理 後期 2 ○

2 M 必修科目 化学 通年 3 ○

2 M 必修科目 保健体育 通年 2 ○ ○

2 M 必修科目 英語Ａ 通年 2 ○

2 M 必修科目 英語Ｂ 通年 2

3 M 必修科目 国語（現代文） 前期 2 ○

3 M 必修科目 国語（古典） 後期 2 ○

3 M 必修科目 歴史 通年 2 ○

3 M 必修科目 政治経済 通年 2 ○

3 M 必修科目 微積分 通年 3

3 M 必修科目 代数 通年 2 ○

3 M 必修科目 保健体育 通年 2 ○ ○ ○

3 M 必修科目 英語Ａ 通年 2 ○

3 M 必修科目 英会話（クイン） 後期 1
3 M 必修科目 英会話（カー） 後期 1
4 M 必修科目 国語 後期 1 ○

4 M 必修科目 保健体育 通年 2 ○ ○ ○

4 M 必修科目 英語Ｃ 通年 2 ○ ○

4 M 選択科目 経済学 通年 2

4 M 選択科目 法学 通年 2 ○

専任

一般科目

非常勤

 

 

                （出典 平成17年度教育課程表及びシラバスより作成）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

各専門学科においては，学習・教育目標の８項目を具体的内容に設定し，これらの目標を達成する

ために，教育課程（別添資料３－１－②－１）を設定している。教員は，専門分野を照らし合わせて，

かつ高等専門学校設置基準に定められた要件を満たしつつ，目標を達成するための科目設定（後掲・

基準５）に基づいて，バランスの良い適切な配置（資料３－１－②－２）がなされている。機械工学

科，電気情報工学科においては，他の２学科と比べ，教員数がそれぞれ２名と３名多い。これは機械

工学科教員が，全学科，４・５年開講の専門基礎科目である応用数学，応用物理等を担当し，電子情

報工学科については，４年次以降コ－ス制の導入により，より時代の要求にマッチした教育の実施に

よるものと，全学科の１・２年の情報系授業を担当しているためである。また，目標を達成するため

に，より広い分野に科目展開を行っており，このため，専任教員で対応できない為に，多くの非常勤

講師でカバ－している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学習教育目標の具体的内容を各学科が設定し，それを達成するために教育課程が適切に編成されて

いる。科目担当教員は高等専門学校設置基準の人数を満たし，専門分野を考慮して適切に配されてい

る。また，担当科目数も偏ることなくバランス良く配置されている。 

以上のことから，本校の教育目的を達成するたに必要な各学科の担当教員は適切に配置されている。 
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資料３－１－②－２ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧 (専門学科) 

（機械工学科） 

他

氏
名

國
峰
　
寛
司

小
池
　
勝

境
田
　
彰
芳

前
田
　
良
昭

丸
茂
　
榮
佑

加
藤
　
隆
弘

松
下
　
通
紀

森
下
　
智
博

石
橋
　
進

関
森
　
大
介

藤
原
　
誠
之

花
田
　
治
行

本
村
　
士
郎

宮
本
　
行
庸

小
野
田
　
光
宣

廣
田
　
和
男

浅
田
　
俊
和

森
　
俊
洋

上
田
　
泰
稔

川
口
　
正
隆

永
井
　
道
彰

専
門
分
野

熱
工
学

流
体
力
学

材
料
強
度
学

計
測
制
御
工
学

熱
工
学

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー

流
体
工
学

固
体
力
学

設
計
工
学

ロ
ボ

ッ
ト
工
学

熱
工
学

機
械
加
工

機
械
工
学
一
般

情
報
科
学

開
講
年
次

必修/選択 授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

講
師

講
師

助
手

助
手

助
教
授

1 必修科目 プログラミング基礎 通年 2 ○
1 必修科目 設計製図 I 通年 2 ○
1 必修科目 工作実習 I 通年 2 ○ ○
1 必修科目 機械工学基礎 前期 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 必修科目 プログラミング応用 I 後期 1 ○
2 必修科目 機械加工学 I 前期 1 ○
2 必修科目 機械加工学 II 後期 1 ○
2 必修科目 設計製図 II 通年 2 ○ ○
2 必修科目 工作実習 II 通年 4 ○ ○
2 必修科目 解析演習 後期 1 ○
3 必修科目 材料力学 I 通年 2 ○
3 必修科目 材料学 I 通年 2 ○
3 必修科目 機械加工学 III 前期 1 ○
3 必修科目 設計製図 III 通年 4 ○ ○
3 必修科目 総合実習 通年 4 ○ ○
3 必修科目 設計工学 I 後期 1 ○
3 必修科目 機構学 通年 2 ○
3 必修科目 工業力学 通年 2 ○
4 必修科目 応用数学 通年 4 ○
4 必修科目 機械数学 前期 1 ○
4 必修科目 物理学実験 前期 2 ○ ○
4 必修科目 情報処理 IV 通年 2 ○
4 必修科目 材料力学 II 通年 2 ○
4 必修科目 材料学特論 前期 1 ○
4 必修科目 熱力学 通年 2 ○
4 必修科目 流体力学 通年 2 ○
4 必修科目 設計製図 IV 通年 4 ○
4 必修科目 機械工学実験 I 後期 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 必修科目 設計工学 II 前期 1 ○
4 必修科目 電気工学 通年 2 ○
4 必修科目 機械力学 通年 2 ○
4 必修科目 力学演習 後期 1 ○
4 必修科目 機械工学ゼミナール 後期 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 必修科目 材料学特論 前期 1 ○
5 必修科目 設計製図 V 通年 4 ○
5 必修科目 工学実験 II 通年 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 必修科目 計測工学 前期 1 ○
5 必修科目 自動制御 通年 2 ○
5 必修科目 卒業研究 通年 6
5 選択科目 流体力学特論 前期 1 ○
5 選択科目 伝熱工学 前期 1 ○
5 選択科目 生産工学 後期 1 ○
5 選択科目 材料力学特論 前期 1 ○
5 選択科目 電気工学特論 前期 1 ○
5 選択科目 経営工学 後期 1 ○
5 選択科目 環境工学 前期 1 ○ ○
5 選択科目 知的財産 後期 1 ○
5 選択科目 熱統計力学 後期 1 ○
5 選択科目 ロボット工学 後期 1 ○
5 選択科目 破壊力学 後期 1 ○
5 選択科目 電子制御 前期 1 ○
5 選択科目 工学解析 I 前期 1 ○
5 選択科目 工学解析 II 後期 1 ○

担当科目数 8 8 10 7 7 10 6 6 8 8 6 8 6 1 2 1 1 1 1 1 1

機械工学科

M科全教員

非常勤専任

 

（出典 平成17年度教育課程表及びシラバスより作成）
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資料３－１－②－２ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧（専門学科） (続き) 

（電気情報工学科）（一部） 

氏
名

堤
　
保
雄

中
井
　
優
一

中
尾
　
睦
彦

藤
野
　
達
士

竜
子
　
雅
俊

大
向
　
雅
人

佐
村
　
敏
治

濱
田
　
幸
弘

細
川
　
篤

堀
　
桂
太
郎

宮
本
　
行
庸

上
　
　
泰

椿
本
　
博
久

廣
田
　
敦
志

松
下
　
通
紀

藤
原
　
誠
之

花
田
　
治
行

有
方
　
市
雄

合
田
　
忠
弘

森
井
　
浩

林
　
寛

道
平
　
雅
一

古
川
　
幹
夫

山
田
　
祐
司

与
儀
　
康
俊

ハ
ー

バ
ー

ト
久
代

川
瀬
　
茂
樹

河
野
　
稔

佐
藤
　
清
次

森
本
　
雅
和

福
田
　
純
治

松
本
　
英
林

杉
山
　
武
司

三
浦
　
欽
也

戸
崎
　
哲
也

佐
藤
　
隆
士

成
田
　
滋

専
門
分
野

半
導
体
工
学

情
報
理
論

電
子
情
報
通
信
工
学

真
空
工
学

照
明
工
学

固
体
物
性

情
報
工
学

分
散
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

計
測
工
学

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー

情
報
科
学

制
御
工
学

医
用
工
学

パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

流
体
工
学

熱
工
学

機
械
加
工

開
講
年
次

必修/選択 授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

助
手

助
手

助
教
授

講
師

助
手

1 必修科目 コンピュータグラフィクス通年 2 ○
1 必修科目 プログラミング I 通年 2 ○
1 必修科目 電気回路 I 通年 2 ○ ○
1 必修科目 電気数学 I 後期 1 ○

2 必修科目 マイクロコンピュータ 通年 2 ○
2 必修科目 電気回路 II 通年 3 ○
2 必修科目 電気情報工学実験 I 後期 2 ○ ○ ○
2 必修科目 電気数学 II 前期 1 ○
2 必修科目 電気電子計測 I 通年 2 ○

3 必修科目 ディジタル電子回路 通年 2 ○
3 必修科目 回路論 通年 2 ○ ○
3 必修科目 情報工学概論 通年 2 ○ ○
3 必修科目 情報処理 通年 2 ○
3 必修科目 電気磁気学 I 通年 2 ○ ○
3 必修科目 電気情報工学実験 II 通年 4 ○ ○ ○ ○
3 必修科目 電気電子工学概論 通年 2 ○ ○
3 必修科目 電子工学 通年 2 ○

4 D選J必 ディジタル電子回路 通年 2 ○
4 D必 応用数学 通年 4 ○
4 必修科目 応用物理学 I 前期 1 ○ ○
4 必修科目 応用物理学 II 後期 1 ○ ○
4 必修科目 課題研究 後期 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 必修科目 過渡現象論 後期 1 ○
4 D選J必 計算機システム 通年 2 ○
4 D必 固体物性 通年 2 ○
4 D必J選 制御工学 通年 2 ○
4 D必J選 電気磁気学 II 通年 2 ○ ○
4 D必J選 電気電子計測 II 通年 2 ○
4 D必 電気電子工学実験 I 通年 4 ○ ○ ○ ○
4 D選 電気電子材料 通年 2 ○
4 必修科目 電子回路 通年 2 ○
4 J必 オペレーティングシステ前期 1 ○
4 J必 データ構造とアルゴリズ後期 1 ○
4 J必 確率・統計 通年 2 ○
4 J必 情報工学実験 I 通年 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 J必 情報処理 II 通年 2
4 J必 情報理論 I 前期 1
4 J必 離散数学 通年 2 ○

5 D選 エネルギー伝送工学 後期 1 ○
5 D選 エネルギー変換工学 前期 1 ○ ○
5 D選J選 コンピュータシミュレーシ前期 1 ○
5 D選 ディジタル制御 前期 1 ○
5 D必 パワーエレクトロニクス後期 1 ○
5 D選J選 画像工学 後期 1 ○
5 D選 確率・統計 I 前期 1 ○
5 D選 確率・統計 II 後期 1 ○
5 D選 光応用工学 後期 1 ○
5 D選J選 工業外国語 前期 1 ○
5 D必J必 工業所有権 前期 1 ○

他学科 非常勤

電気情報工学科

専任

 

 

（出典 平成17年度教育課程表及びシラバスより作成）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－②－２ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧（専門学科） (続き) 

（都市システム工学科） 

氏
名

大
橋
　
健
一

角
田
　
忍

澤
　
孝
平

檀
　
和
秀

友
久
　
誠
司

江
口
　
忠
臣

石
丸
　
和
宏

神
田
　
佳
一

越
智
　
内
士

桑
原
　
義
文

渡
部
　
守
義

佐
村
　
敏
治

松
下
　
通
紀

藤
原
　
誠
之

花
田
　
治
行

前
田
　
良
昭

関
森
　
大
介

向
山
　
寿
孝

山
本
　
勲

砂
田
　
久
吉

小
野
田
　
光
宣

木
村
　
一
成

澤
田
　
俊
郎

吉
永
　
清
克

高
端
　
宏
直

水
谷
　
文
俊

専
門
分
野

都
市
計
画

コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学

土
木
工
学

水
工
学

環
境
地
盤
工
学

建
設
施
工
シ
ス
テ
ム

構
造
工
学

河
川
工
学

鋼
構
造
学

測
量
学

環
境
工
学

情
報
工
学

流
体
工
学

熱
工
学

機
械
加
工

計
測
制
御
工
学

ロ
ボ

ッ
ト
工
学

開
講
年
次

必修/選択 授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

助
手

助
手

助
教
授

助
教
授

講
師

助
手

教
授

講
師

1 必修科目 コンピュータ基礎 前期 1 ○
1 必修科目 測量学 I 通年 2 ○ ○
1 必修科目 工学基礎 I 前期 1 ○
1 必修科目 測量実習 I 通年 4 ○ ○ ○ ○ ○
2 必修科目 数学演習 後期 1 ○ ○ ○
2 必修科目 情報処理 I 通年 2 ○ ○ ○
2 必修科目 測量学 II 通年 2 ○ ○
2 必修科目 製図基礎 前期 1 ○
2 必修科目 建設材料 通年 2 ○
2 必修科目 測量実習 II 通年 2 ○ ○ ○ ○
3 必修科目 コンピュータ設計 通年 2 ○ ○
3 必修科目 システム工学 前期 1 ○
3 必修科目 構造力学 I 通年 2 ○
3 必修科目 水理学 I 通年 2 ○
3 必修科目 地盤工学 I 通年 2 ○
3 必修科目 工学基礎 II 前期 1 ○
3 必修科目 工学基礎 III 後期 1 ○
3 必修科目 施工管理学 I 通年 2 ○
3 必修科目 工学実験 I 通年 4 ○ ○ ○ ○
4 必修科目 応用数学 I 前期 2 ○
4 必修科目 応用微分方程式 後期 2 ○
4 必修科目 物理学概論 通年 2 ○ ○
4 必修科目 情報処理 II 通年 2 ○ ○
4 必修科目 構造力学 II 通年 2 ○
4 必修科目 水理学 II 通年 2 ○
4 必修科目 地盤工学 II 通年 2 ○
4 必修科目 鋼構造学 I 通年 2 ○
4 必修科目 コンクリート構造 I 通年 2 ○
4 必修科目 計画学 通年 2 ○
4 必修科目 工学演習 後期 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 必修科目 構造設計学 I 通年 2 ○
4 必修科目 工学実験 II 通年 4 ○ ○ ○ ○
5 必修科目 応用数学演習 前期 1 ○ ○ ○
5 必修科目 工業英語 通年 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 必修科目 構造力学 III 前期 1 ○
5 必修科目 衛生工学 前期 1 ○
5 必修科目 構造設計学 II 前期 1 ○
5 必修科目 工学実験 III 前期 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 必修科目 卒業研究 通年 6
5 選択科目 測量学特論 後期 1 ○
5 選択科目 岩盤工学 前期 1 ○
5 選択科目 鋼構造学 II 前期 1 ○
5 選択科目 都市計画 後期 1 ○
5 選択科目 コンクリート構造 II 前期 1 ○
5 選択科目 建設法規 後期 1 ○
5 選択科目 道路工学 前期 1 ○
5 選択科目 鉄道工学 後期 1 ○
5 選択科目 河川工学 前期 1 ○
5 選択科目 海岸工学 後期 1 ○
5 選択科目 施工管理学 II 後期 1 ○
5 選択科目 防災工学 後期 1 ○
5 選択科目 計測工学 前期 1 ○
5 選択科目 構造力学 IV 後期 1 ○
5 選択科目 ロボット工学 後期 1 ○
5 選択科目 公共経済学 前期 1 ○
5 選択科目 環境工学 後期 1 ○
5 選択科目 景観工学 後期 1 ○

10

都市システム工学科

専任 他学科 非常勤

C科全教員

担当科目数 9 8 7 8 8 7 5 8 5 5 2 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1  

（出典 平成17年度教育課程表及びシラバスより作成）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－②－２ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧（専門学科） (続き) 

（建築学科） 

氏
名

坂
戸
　
省
三

田
坂
　
誠
一

八
木
　
雅
夫

吉
村
　
公
男

渡
邉
　
宏

大
塚
　
毅
彦

工
藤
　
和
美

中
川
　
肇

平
石
　
年
弘

荘
所
　
直
哉

武
貞
　
健
二

濱
田
　
幸
弘

松
下
　
通
紀

藤
原
　
誠
之

花
田
　
治
行

宮
崎
　
み
よ
し

山
口
　
晃
壽

岡
本
　
陽

志
柿
　
敦
啓

沼
田
　
亘

寺
岡
　
宏
治

森
崎
　
輝
行

宮
西
　
悠
司

南
出
　
和
延

久
留
主
　
親
男

三
木
　
晃
児

谷
本
　
敏
和

前
川
　
容
洋

寒
川
　
勝
彦

野
崎
　
隆
一

上
田
　
信
也

専
門
分
野

建
築
計
画
学

建
築
構
造
学

都
市
計
画

建
築
意
匠

建
築
歴
史

地
域
計
画

建
築
設
計

耐
震
工
学

環
境
工
学

木
質
構
造

建
築
構
造
物
の
実
施
設

分
散
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

流
体
工
学

熱
工
学

機
械
加
工

開
講
年
次

必修/選択 授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

講
師

講
師

講
師

助
手

助
手

助
教
授

助
教
授

講
師

助
手

1 必修科目 情報基礎 I 前期 1 ○
1 必修科目 造形 通年 4 ○ ○ ○
1 必修科目 建築一般構造 後期 1 ○
1 必修科目 建築設計演習 I 通年 2 ○
2 必修科目 情報処理 I 前期 1 ○
2 必修科目 建築意匠 通年 3 ○ ○
2 必修科目 建築構造力学 I 通年 2 ○ ○
2 必修科目 建築設計演習 II 通年 3 ○ ○
2 必修科目 建築史 I 後期 1 ○
3 必修科目 建築構造力学 II 通年 2 ○ ○
3 必修科目 建築材料 前期 1 ○ ○
3 必修科目 建築計画 I 通年 2 ○ ○
3 必修科目 建築設計演習 III 通年 6 ○ ○ ○
3 必修科目 建築環境工学 I 通年 2 ○
3 必修科目 図学 I 前期 1 ○ ○
3 必修科目 図学 II 後期 1 ○
4 必修科目 応用数学 I 前期 2 ○
4 必修科目 応用微分方程式 後期 2 ○
4 必修科目 物理学概論 前期 2 ○ ○
4 必修科目 建築情報デザイン I 前期 1 ○ ○
4 必修科目 建築情報デザイン II 後期 1 ○
4 必修科目 建築構造力学 III 通年 2 ○ ○
4 必修科目 建築工学実験 通年 2 ○ ○
4 必修科目 鉄筋コンクリート構造 通年 2 ○
4 必修科目 鋼構造 通年 2 ○
4 必修科目 建築計画 II 通年 2 ○ ○ ○
4 必修科目 建築設計演習 IV 通年 6 ○ ○ ○ ○
4 必修科目 建築環境工学 II 通年 2 ○
4 必修科目 建築法規 前期 1 ○
4 選択科目 建築史 II 前期 1 ○
4 選択科目 建築史 III 後期 1 ○
4 選択科目 建築インターンシップ 通年 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 必修科目 土質基礎構造 通年 2 ○
5 必修科目 建築設備 通年 2 ○ ○
5 必修科目 建築生産 通年 2 ○
5 必修科目 卒業研究 通年 8
5 選択科目 ＰＣ構造 前期 1 ○
5 選択科目 建築構造特論 前期 1 ○
5 選択科目 建築構造演習 I 前期 2 ○ ○
5 選択科目 建築構造演習 II 後期 1 ○ ○
5 選択科目 都市地域計画 通年 2 ○ ○
5 選択科目 建築計画 III 通年 2 ○ ○ ○
5 選択科目 建築設計演習 V 後期 3 ○
5 選択科目 建築学演習 前期 3 ○

担当科目数 4 5 5 5 5 4 6 7 5 4 5 2 2 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

専任 他学科

建築学科

A科全教員

非常勤

 

 

（出典 平成17年度教育課程表及びシラバスより作成）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の専攻科は，機械・電子システム工学専攻と建築・都市システム工学専攻の２専攻を有し，平

成８年４月に設置された。専攻科は平成 15 年度に JABEE 認定を受けた４年課程の「共生システム工

学」教育プログラムの後半２年間を構成することから，本校の教育目標に適合すると共に，更に詳細

な学習・教育目標（（A-1）から（H-3）まで）を設定している（資料３－１－③－１）。これらの教

育目標を達成するため，専攻科では一般教養科目，専門共通科目，専門展開科目等を配備し，より高

度で実践的な技術者教育を施している（別添資料３－１－③－２）。 

また，専攻科担当教員は博士の学位を有する講師以上の専任教員 43 名（講師以上の全教員の

73%）を中心に，適宜非常勤講師を加え，担当授業科目数の均衡化に配慮しつつ，各教員の専門分野

との緊密性を考慮して，これらの教育目標を十分に達成するような教員配置を実現している（資料３

－１－③－３）。 

 

資料３－１－③－１ 

学習・教育目標 

 

（Ａ）共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身    

(A-1)自然や社会との共生について配慮できる。 

(A-2)教養を高める努力ができる。 

(A-3)心身の健康保持の大切さを学び実践できる。 

 

（Ｂ）国際性と指導力    

(B-1)複数の外国語と文化について学習し、国際性を養う。 

(B-2)地球的視野で共生に配慮して、異文化への対応ができる。 

(B-3)グループワークに積極的に取り組み、指導力を養う。 

 

（Ｃ）技術者倫理    

(C-1)「もの」や「空間」を生み出す専門的職業人として技術者の責任を認識し、自然や社会に及ぼす技術

の影響について理解できる。 

(C-2)専門分野の学会の倫理条項について理解し、説明できる。 

 

（Ｄ）基礎学力と自主的・継続的学習能力   

(D-1)微分積分学、線形代数学、確率統計、数値解析などの数学および物理、化学、生命科学、地球物理、

環境科学などの自然科学の基礎知識を修得し、それらを用いた問題解決能力を養う。 

(D-2)設計・システム、情報・論理、材料・バイオ、力学、社会技術などの基礎工学に関する知識と能力を

養う。 

(D-3)卒業研究や専攻科特別研究を通して、研究・学習状況の把握や記録を習慣づけ、自主的・継続的な学
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明石工業高等専門学校 基準３ 

習能力を養う。 

 

（Ｅ）コミュニケーション能力    

(E-1)日本語による適切な文章表現、口頭発表および討論ができる。 

(E-2)英語による技術論文の読解力、プレゼンテーションの基礎能力を有する。 

(E-3)日本語による技術論文および英語によるアブストラクトが書ける。 

 

（Ｆ）柔軟かつ創造的な設計能力   

(F-1)専門分野の知識や技術を用いて、課題に適応する具体的なシステムを設計できる。 

(F-2)「ものづくり」を体験的に学習し、柔軟かつ創造的な発想ができる。 

 

（Ｇ）実践的な問題解決能力   

(G-1)基礎的な実験技術を修得し、実験結果を種々の方法で解析できる。 

(G-2)インターンシップや専攻科特別研究を通して、理論と実現象との相違や問題点を発見・抽出し、問題

を解決する能力を養う。 

 

（Ｈ）多次元的なシステム思考   

(H-1)主専門分野の知識と技術を深く学び、システム思考ができる。 

(H-2)共通的工学関連分野の幅広い基礎的知識を学習し、多次元的な思考力を養う。 

(H-3)他の専門分野についても積極的に学習し、複眼的視野を養う。 

（出典 学生生活のてびき）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－③－３ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧（専攻科） 

（機械・電子システム工学専攻） 

國
峰
　
寛
司

小
池
　
勝

境
田
　
彰
芳

前
田
　
良
昭

丸
茂
　
榮
佑

堤
　
　
保
雄

中
井
　
優
一

中
尾
　
睦
彦

藤
野
　
達
士

竜
子
　
雅
俊

加
藤
　
隆
弘

松
下
　
通
紀

森
下
　
智
博

大
向
　
雅
人

佐
村
　
敏
治

濱
田
　
幸
弘

細
川
　
篤

堀
　
桂
太
郎

宮
本
　
行
庸

関
森
　
大
介

藤
原
　
誠
之

上
　
泰

大
橋
　
健
一

角
用
　
　
忍

澤
　
　
孝
平

檀
　
　
和
秀

友
久
　
誠
司

坂
戸
　
省
三

田
坂
　
誠
一

吉
村
　
公
男

神
田
　
佳
一

平
石
　
年
弘

善
塔
　
正
志

香
川
　
勝
俊

二
宮
　
　
博

倉
光
　
利
江

穐
本
　
浩
美

長
谷
川
　
博
史

ネ
バ
ラ
・
ジ
ョ
ン

前
原
　
澄
子

伊
藤
　
均

有
方
　
市
雄

奥
田
　
孝
一

玉
井
　
雅
人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
M M M M M E E E E E M M M E E E E E E M M E C C C C C A A A C A G G G G G G G G

開講
年次

必修/
選択

授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

講
師

講
師

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

講
師

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

1 養社必修 技術者倫理 後期 2 ○

1 養社選択 日本産業史 前期 2 ○

1 養社選択 経済地理学 前期 2 ○

1 養然選択 解析学特論 前期 2 ○

1 養然選択 バイオテクノロジー入門 後期 2 ○

1 養然選択 地球物理 前期 2 ○

1 養然選択 環境科学 前期 2 ○ ○ ○

1 養国選択 カルチャーコミュニケーション演習 通年 2 ○

1 養国選択 オーラル・イングリッシュ 通年 2 ○

2 養社選択 国語表現法 前期 2 ○

2 養国選択 異文化理解 通年 2 ○

1 科通必修 創発ゼミナール 後期 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 科通必修 専攻科特別講義 後期 2 ○ ○ ○ ○ ○

1 科通必修 工業材料 前期 2 ○ ○ ○ ○

1 科通選択 数値計算法 前期 2 ○

1 科通選択 情報応用 前期 2 ○

1 科通選択 解析力学 前期 2 ○
1 科開必修 専攻科特別実習 前期 2
1 科開必修 専攻科特別研究 通年 4
1 科開選択A システム制御工学 前期 2 ○

1 科開選択A 応用計測工学 後期 2 ○

1 科開選択A 画像情報処理 後期 2 ○ ○

1 科開選択B 不規則信号解析 後期 2 ○

1 科開選択B 電磁気学特論 後期 2 ○

1 科開選択B 生産システム 前期 2 ○

1 科開選択B エネルギー工学 I 後期 2 ○

1 科開選択B 光デバイス 後期 2 ○

1 科開選択B 情報通信システム 前期 2 ○

1 科開選択B 真空工学 後期 2 ○

1 科開選択B 電気回路特論 後期 2 ○

1 科開選択B 情報数理工学 後期 2 ○

2 科通必修 エンジニアリングプレゼンテーション 通年 2 ○ ○ ○ ○
2 科開必修 専攻科特別研究 通年 8
2 科開選択A 画像情報処理 後期 2 ○ ○

2 科開選択B 計算力学 前期 2 ○

2 科開選択B 固体力学 前期 2 ○

2 科開選択B エネルギー工学 II 前期 2 ○

2 科開選択B 材料強度学 後期 2 ○

2 科開選択B ネットワーク設計 前期 2 ○

2 科開選択B アルゴリズム理論 前期 2 ○

2 科開選択B メカトロシステム 前期 2 ○

2 科開選択B トライボロジー 前期 2 ○

2 科開選択B 電子回路特論 前期 2 ○

2 科開選択B ディジタル回路設計 前期 2 ○
担当科目数 2 1 4 3 2 1 4 2 2 1 1 1 2 2 1 2 1 1 2 2 1 1 2 3 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

*) M：機械工学科、　E：電気情報工学科、　C：都市システム工学科、　A：建築学科、　G：一般科目

非常勤

平成17年度　機械・電子システム工学専攻
授業科目担当一覧

機械・電子システム工学専攻主任及び専攻科担当教員
機械・電子システム工学専攻担当の学位取得全教員

博士号取得者

専任

所属学科 *

 

（出典 平成 17 年度シラバス，庶務課人事係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－③－３ 

 

平成 17 年度授業科目担当教員一覧（専攻科）（続き） 

（建築・都市システム工学専攻） 

大
橋
　
健
一

角
田
　
忍

澤
　
孝
平

檀
　
和
秀

友
久
　
誠
司

坂
戸
　
省
三

田
坂
　
誠
一

八
木
　
雅
夫

吉
村
　
公
男

渡
邉
　
宏

石
丸
　
和
宏

神
田
　
佳
一

大
塚
　
毅
彦

越
智
　
内
士

平
石
　
年
弘

中
川
　
肇

丸
茂
　
榮
佑

國
峰
　
寛
司

境
田
　
彰
芳

松
下
　
通
紀

森
下
　
智
博

関
森
　
大
介

藤
原
　
誠
之

中
井
　
優
一

藤
野
　
達
士

竜
子
　
雅
俊

大
向
　
雅
人

濱
田
　
幸
弘

宮
本
　
行
庸

香
川
　
勝
俊

善
塔
　
正
志

倉
光
　
利
江

二
宮
　
　
博

長
谷
川
博
史

穐
本
　
浩
美

ネ
バ
ラ
・
ジ
ョ
ン

前
原
　
澄
子

伊
藤
　
均

貫
名
　
康
雄

玉
井
　
雅
人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
C C C C C A A A A A C C A C A A M M M M M M M E E E E E E G G G G G G G G

開講
年次

必修/
選択

授業科目名
開講
期

単
位
数

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

講
師

講
師

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

講
師

講
師

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

1 養社必修 技術者倫理 後期 2 ○

1 養社選択 日本産業史 前期 2 ○

1 養社選択 経済地理学 前期 2 ○

1 養然選択 解析学特論 前期 2 ○

1 養然選択 バイオテクノロジー入門 後期 2 ○
1 養然選択 地球物理 前期 2 ○
1 養然選択 環境科学 前期 2 ○ ○ ○

1 養国選択 カルチャーコミュニケーション演習 通年 2 ○

1 養国選択 オーラル・イングリッシュ 通年 2 ○

2 養社選択 国語表現法 前期 2 ○

2 養国選択 異文化理解 通年 2 ○

1 科通必修 創発ゼミナール 後期 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 科通必修 専攻科特別講義 後期 2 ○ ○ ○ ○ ○

1 科通必修 工業材料 前期 2 ○ ○ ○ ○

1 科通選択 数値計算法 前期 2 ○

1 科通選択 情報応用 前期 2 ○

1 科通選択 解析力学 前期 2 ○
1 科開必修 専攻科特別実習 前期 2
1 科開必修 専攻科特別研究 通年 4
1 科開選択A 構造力学特論 前期 2 ○ ○ ○ ○

1 科開選択A 構造システム I 後期 2 ○ ○

1 科開選択A 建設マネージメント 後期 2 ○

1 科開選択B 地盤工学特論 後期 2 ○ ○

1 科開選択B 交通計画 前期 2 ○

1 科開選択B 都市景観計画 後期 2 ○

1 科開選択B 都市形成史 I 前期 2 ○

1 科開選択B 都市形成史 II 後期 2 ○

1 科開選択B 地域計画演習 I 後期 2 ○

1 科開選択B 応用建築構造 後期 2 ○ ○

2 科通必修 エンジニアリングプレゼンテーション 通年 2 ○ ○ ○ ○
2 科開必修 専攻科特別研究 通年 8
2 科開選択B 構造システム II 前期 2 ○ ○

2 科開選択B 水工システム I 前期 2 ○

2 科開選択B 水工システム II 後期 2 ○

2 科開選択B 地盤システム 前期 2 ○ ○

2 科開選択B 計画システム 前期 2 ○

2 科開選択B 防災システム I 前期 2 ○ ○

2 科開選択B 防災システム II 後期 2 ○ ○ ○

2 科開選択B 住空間計画 前期 2 ○

2 科開選択B 建築構造設計 前期 2 ○ ○

2 科開選択B 地域計画演習 II 前期 2 ○ ○

2 科開選択B 人間・環境構成論 後期 2 ○
担当科目数 4 6 4 4 5 4 6 3 2 3 4 4 3 3 3 4 2 2 4 2 2 1 2 3 2 2 2 2 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1

*) M：機械工学科、　E：電気情報工学科、　C：都市システム工学科、　A：建築学科、　G：一般科目

建築・都市システム工学専攻主任及び専攻科担当教官
建築・都市システム工学専攻担当の学位取得全教官

平成17年度　建築・都市システム工学専攻
授業科目担当一覧

専任

所属学科 *

非常勤

博士号取得者

（出典 平成 17 年度シラバス，庶務課人事係資料）

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科では，一般教養科目，専門共通科目，専門展開科目等を配備し，本校の教育目標を十分に達

成するための教育課程を構築している。専攻科を担当する教員は博士の学位を有する講師以上の常勤

教員が主体であり，大学評価・学位授与機構により審査・認定されている。この教育課程は，教員の

専門分野や担当授業科目数の均衡化等を配慮し，適切な教員配置のもとに実施されている。 

 以上のことから，本校の教育目的を達成するために必要な専攻科の授業科目担当教員は適切に配置

されている。 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教員は，専門学科 49 名（機械工学科 13 名，電気情報工学科 14 名，都市システム工学科 11

名，建築学科 11 名）及び一般科目 18 名の計 67 名より構成されている。教員の年齢構成は学科によ

り幾分異なるが，20 歳台から 60 歳台までの年齢層別教員数は，20 歳台がかなり少ないものの，各年

齢層に渡って概ね均等に分布している。また，教員全体の平均年齢は 47 歳であり，各学科の教員の

平均年齢もこれと大差ない（資料３－１－④－１）。本校では教員採用に際しては教員募集項目に年

齢基準を記載するなどして，年齢分布に配慮した募集が行われている。男女別教員数では，全教員に

おける女性教員数（４名）の割合は６%と低いが，一般科目では 18 名中３名（17%）となっている

（資料３－１－④－１）。女性教員の職位別人数は，教授１名，助教授１名，講師２名であり，不均

衡は見られない。 

 本校着任以前に教育経験あるいは企業経験を有する教員の割合は，全体で 70%であり，各学科にお

いても 60%を超えている（資料３－１－④－１）。このように，いずれの学科においても過半の教員

が本校着任以前に教育経験あるいは企業経験を持ち，それを本校での実践的な教育に生かしている。

外国人教員については，平成 15 年度に英語担当の専任教員１名を公募採用し，学生の国際性の向上

を図っている。なお，非常勤講師も含む全教員の氏名，年齢，学位，経歴等に関する一覧表は訪問調

査時に提示する。 

 博士の学位（以下「学位」という。）を有する専任教員数は全体の 69%であり，講師以上では 73%

に上る（資料３－１－④－１）。高専の教員は学生の教育や生活指導などに多くの時間が費やされる

ため，着任後に学位を取得するのは容易ではない。このため，専門学科では既に学位を有すること

（講師以上），それが望ましいこと（助手）を公募要項に明記して教員募集を行っている。なお，学

位取得のため社会人ドクターコース制度を活用した事例が２件あり，その際には校務分担を軽減する

などの配慮がなされている。 

 教員評価制度は，教員による自己評価，学生による教員評価，教員相互評価などを毎年実施して最

優秀教員を選出し，表彰している（資料３－１－④－２）。 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 資料３－１－④－１ 

 

平成 17 年度専任教員構成表 

学科名 60歳代 50歳代 40歳代 30歳代 20歳代
平均
年齢
（歳）

男 女 教員数
博士号
取得者

数

取得率
(%)

教員数
博士号
取得者

数

取得率
(%)

教育経
験有り

実務経
験有り

教育or
実務経
験有り

教育or
実務経
験有り
の割合

(%)

機械工学科 3 4 3 3 0 50 13 0 13 9 69.2% 11 9 81.8% 5 7 9 69.2%

電気情報工学科 2 3 5 3 1 46 14 0 14 13 92.9% 12 12 100% 5 5 9 64.3%

都市システム工学科 3 3 2 3 0 48 11 0 11 10 90.9% 9 9 100% 3 5 8 72.7%

建築学科 2 3 3 2 1 47 10 1 11 7 63.6% 9 6 66.7% 4 5 8 72.7%

（専門学科全体） 10 13 13 11 2 48 48 1 49 39 79.6% 41 36 87.8% 17 22 34 69.4%

一般科目 2 3 7 6 0 44 14 3 18 7 38.9% 18 7 38.9% 13 2 13 72.2%

12 16 20 17 2

17.9% 23.9% 29.9% 25.4% 3.0%

年齢層別教員数
（最下行は各年齢層別教員数の全教員数に対

する割合（％））

博士号取得者

43全　　体 70.1%

経験別教員数

全教員 講師以上

68.7% 59 47

平成17年度　専任教員構成表

男女別教員数

47 62 4 72.9% 30 2467 46

 

 

（出典 庶務課人事係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

資料３－１－④－２ 

教職員表彰要項 

（趣旨） 

第１条 教職員（非常勤職員を除く。）の表彰については、独立行政法人国立高等専門学校機構表彰規則（以下「表

彰規則」という。）に定めるもののほか、この要項の定めるところによる。 

（本校以外の在職期間の通算） 

第２条 表彰規則第２条第２項の規定により、国立大学法人等の職員としての在職期間を通算する場合は、次の各号

に定める期間を限度とする。 

（１）表彰規則第２条第１項第１号及び同項第２号イの場合１０年 

（２）表彰規則第２条第１項第２号ロの場合１５年 

（表彰） 

第３条 表彰は、校長が別記様式による表彰状を授与することにより行い、あわせて、副賞（表彰規則第２条第１項

にあっては記念品）を贈呈する。 

附 則（平成 16.3.17） 

この要項は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

（出典 明石工業高等専門学校規則集）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員組織の活動を活性化するため，教員募集においては公募制を採用し，教員選考規則に基づく選

考体制を整備している。この結果として，教員年齢構成の均衡化や性別による職位の均衡等について

も配慮した選考が行われている。また，質の高い実践的な教育を施すため，教育経験や企業経験を重

視した教員選考を行うとともに，博士の学位取得者数を高める努力を行っている。国際性を高める観

点から，外国人専任教員を採用している。優秀教員評価制度が確立され，制度に基づく表彰を毎年実

施している。 

 以上のことから，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況）  

教員の採用や昇格の手続きは，教員選考規則（資料３－２－①－１）で定められており，教員選考

委員会が選考にあたる。 

教員の採用は，原則として公募によって行っている（資料３－２－①－２）。各学科において，必

要な教員の専門分野，経験，年齢などを検討し，学科長が選考委員会に報告する。選考委員会はこの

報告をもとに，高等専門学校設置基準も考慮して選考方針，公募要領を決定する。全国の大学，高等

専門学校，企業等に広く公募するほか，学会誌，研究者人材データベース，本校ホームページでも公
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募している。選考に際しては書類審査により原則として 3 名以上の面接候補者を挙げ，面接審査を経

て選考委員会が採用者を決定している。 

教員の昇格に際しては，選考委員会は候補者の教員選考個人調書等（資料３－２－①－３）による

書類審査でその教育，研究活動実績等を評価し，設置基準も考慮して面接審査実施の可否を決定する。

そののち選考委員会による候補者の面接審査を経て，委員の投票により昇格の可否を決定している。 

なお，非常勤講師の採用に当たっても，非常勤講師任用に関する基準（資料３－２－①－４）を定

めており，これに基づき教員選考委員会が任用を決定している。 

 

資料３－２－①－１ 

教 員 選 考 規 則 

（目的） 

第１条 この規則は、教員の選考に関する事項を定めることを目的とする。 

（教員選考委員会） 

第２条 教員を採用、昇任する場合、候補者の選考を行うため、校長は、教員選考委員会（以下「選考委員会」とい

う）を開催する。 

（選考委員会の構成） 

第３条 選考委員会は次の者により構成する。 

（１）校長 

（２）副校長 

（３）各学科長及び一般科目長（以下「学科長」という。） 

（４）選考を行おうとする学科又は一般科目（以下「学科」という。）の教授１名（昇任及び非常勤講師の選考の場

合を除く。） 

（５）その他校長が必要と認めた者 

２ 前項第４号及び第５号の委員は、人事案件ごとに，校長が指名する。 

３ 校長は委員長となり、選考委員会を招集する。 

（選考委員会の議事及び議決） 

第４条 選考委員会は、委員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことはできない。 

２ 選考委員会の議決は、出席委員の３分の２以上の賛成による。 

（選考方針等の決定） 

第５条 学科長は、欠員補充のため教員を選考する必要があるときは、各学科において、選考方針（公募，学内昇任

等）、専攻分野等を検討し、その結果を校長に報告する。 

２ 校長は必要と認めた場合、選考委員会で審議の上、選考方針及び公募要領等を決定する。 

３ 公募を行う場合は、校長名で広い範囲にわたって、候補者を求めるものとする。 

（採用の場合の手続き） 

第６条 採用の手続きは次のとおりとする。 

（１）選考は、書類審査及び面接審査等により実施する。 

（２）学科長は、学科長は、各学科において応募者の書類審査を実施し、その結果を選考委員会に報告する。 

（３）選考委員会は、書類審査により、原則として３名以上面接候補者を選考する。 

（４）書類審査により選考された者に、面接審査を実施する。 
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（５）面接審査は、校長、副校長、当該学科の学科長、当該学科以外の学科長１名及び当該学科の教授１名により実

施する。 

（６）選考委員会は、面接審査の結果、採用候補者を決定する。 

（７）採用候補者が得られない場合は、改めて公募を実施する。 

（学内昇任の場合の手続き） 

第７条 学内昇任の手続きは次のとおりとする。 

（１）選考は、書類審査及び面接審査等により実施する。 

（２）学科長は、選考委員会において、学科における昇任の方針、候補者の適格性等について報告する。 

（３）選考委員会は、書類審査を実施し、投票により面接審査実施の可否を決定する。 

（４）面接審査は、校長、副校長及び学科長により実施する。 

（５）面接審査の結果、投票により昇任の可否を決定する。 

（非常勤の講師の選考） 

第８条 本校で初めて講義等を担当することとなる非常勤講師の選考は、選考委員会において書類審査を実施する。

（その他） 

第９条 この規則に定めるもののほか、教員の選考に関し必要な事項は、選考委員会で審議の上、校長が決定する。

附 則（平成 16.3.17） 

この規則は、平成 16 年４月１日から施行する。 

（出典 明石工業高等専門学校規則集）

 

資料３－２－①－２ 

教員募集書類（機械工学科） 

明高専人第 ２３８  号

                            平成１７年 ５月２４日

  関係大学（学部）長 

  関係高等専門学校長  殿 

  関 係 機 関 の 長          

              明石工業高等専門学校長 

                      高   久  晴  

教員の公募について（依頼） 

 時下 益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、このたび本校では下記の要領で教員を公募することになりました。 

 つきましては、貴機関関係者へのご周知方よろしくお願い申し上げます。 

記 

 １．職名・人員  講師  １名 

 ２．所     属  機械工学科 

 ３．専 門 分 野       計測制御 

 ４．担当科目等  自動制御、計測工学、情報処理、工学実験他 

  ５．採用予定日  平成１８年４月１日 

  ６．応募資格   （１）機械系の学科及び大学院を卒業し、博士の学位を有する方 
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学位取得見込のある方 

          （２）高等専門学校の教育、学術研究に強い意欲のあるもので学生指導に理 

解をもち、積極的に取り組める者 

          （３）採用時年齢が２８～３２歳程度の方 

 ７．提 出 書 類       （１）履歴書（市販用紙に本人自筆、写真貼付、技術士資格を有する場合は 

取得年月日、番号を記すこと） 

          （２）研究業績一覧（学会等の口頭発表を含む）及び著書（概要） 

          （３）主要論文の別刷り又はコピー 

（４）教育・指導歴（担当した講義内容等）  

          （５）着任後の教育・学生指導についての抱負（Ａ４用紙 1,200 字程度）   

（６）研究経過の概要及び今後の研究計画（Ａ４用紙 1,200 字程度） 

（７）推薦書（推薦書が無い場合には，応募者に関して所見を伺える方の氏名の所属，氏

名及び連絡先、及び応募者との関係を記すこと） 

 ８．応募締切日  平成１７年９月３０日（金）必着 

 ９．選 考 方 法       第１次選考  書類審査 

                 第２次選考  第１次選考合格者を対象に面接審査 

         （面接に伴う旅費、宿泊費等は応募者負担とします） 

 10．書類提出先  〒674-8501  明石市魚住町西岡６７９－３ 

                 明石工業高等専門学校 庶務課人事係 

              （封筒に「機械工学科教員応募書類」と朱書し，書留で郵送のこと） 

 11．問い合せ先  明石工業高等専門学校 機械工学科学科長 丸茂 榮佑 

               TEL：078-946-6193、FAX：078-946-6028  E-mail：marumo＠akashi.ac.jp 

（出典 庶務課人事係資料）
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資料３－２－①－４ 

非常勤講師任用に関する基準 

（ 平成 10 年２月２６日校長決裁）

１．明石工業高等専門学校における非常勤職員の任用についは、法令規則等で定めるもののほか、この基準に定める

ところによる。 

２．この基準にいう非常勤職員とは、常勤職員の１ 週間の勤務時間の四分の三を超えない範囲で勤務する職員をい

う。 

３．請負その他外部委託の可能な業務又は機械化の可能な業務には、原則として非常勤職員の任用は行わないものと

する。 

４．新たに非常勤職員として採用する者の年齢は、事務、技術に関する職務及び技能に関する職務を補佐する職員に

あっては、採用日現在満 63 歳未満の者、労務作業に従事する職員にあっては、採用日現在満 66 歳未満の者とす

る。 

５．任期満了後任用を更新する者及び一定期間をおいて再び採用する者の年齢は、任用更新時日等現在において満

67 歳未満の者とする。 

６．特別な事情により、この基準により難い場合は、事務部長及び庶務課長と協議の上、校長が決定する。 

 

資料３－２－①－３                                   

                 教員選考個人調書（一部抜粋） 
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附 則 

１ この基準は、平成 10 年４月１日から実施する。 

２ この基準実施日現在非常勤職員として在職する満 67 歳以上の者については、この基準にかかわらず平成 10 年度 

中は任用することができるものとする。 

（出典 明石工業高等専門学校規則集）

 

（分析結果とその根拠理由） 

採用や昇格に関する手続きの規定は明確に定められている。公募に際しては，高等専門学校設置基

準に示された職位に応じての応募資格を公募文書ではっきりと謳っている。書類審査，面接審査の手

続きは適切に定められており，また審査に際しては，高等専門学校設置基準に定められた教員資格を

基準として，独自に候補者の教育指導能力の評価も行っており，適切に運用がなされている。 

 以上のことから，教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用が

なされている。 

 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況） 

教員の教育活動を評価する組織として，「教育研究活動評価等委員会」（資料３－２－②－1）が

設置されており，評価事項の検討，評価結果の活用が検討されている。教育活動に関する自己評価は，

「教育業績等自己評価」（資料３－２－②－２）により実施されている。この結果は，無記名で順位

付けされた結果一覧（資料３－２－②－３）に，各教員がどの順位に位置しているのかが分かるよう

に通知される。 

自己評価以外にも，教員が相互に評価する「教員相互評価」（資料３－２－②－４，資料３－２－

②－５），学生による評価「学生による教員の評価」（資料３－２－②－６，資料３－２－②－７，

資料３－２－②－８）などの多面的な評価システムが整備されている。 

授業評価アンケ－トは，学生による授業アンケ－トが年に２回行われ，この評価結果は学生も閲覧

できる学内LAN上で公開されている（資料３－２－②－９）。 
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資料３－２－②－1 

教育研究活動評価等委員会規程 
 
（趣旨） 

第１条 教員の教育活動及び研究活動の評価及びその運用に関する事項を検討するため、教育研究活動評価等委員

会（以下「委員会」という） を置く。 

（組織） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

（１）校長 

（２）副校長及び校長補佐 

（３）その他校長の指名した者若干名 

（委員長） 

第３条 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは、副校長がその職務を代行する。 

（意見の聴取） 

第４条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴取することができる。 

（作業部会） 

第５条 委員会は、必要があるときは、特定の事項について作業部会を設けることができる。 

２ 作業部会の組織及び運営に関し必要な事項は別に定める。 

（事務） 

第６条 委員会の事務は、庶務課において処理する。 

附 則 

この規程は、平成１６年１１月１０日から施行する。 

附 則（１７．３ ．２） 

この規程は、平成１７年３月２日から施行する。 
 

（出典 明石工業高等専門学校規則集）
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資料３－２－②－２ 

 

平成 17 年度 教員の教育業績等自己評価(一部抜粋) 

 

教員の教育業績等自己評価（平成１７年度） 

 Ｈ．１７．５．１１ 

 

Ａ 授業等の担当                   【５９/５２/４０/３３】 

 

１．授業について  [８] 

（１）週あたり授業単位時間はどれだけですか？最近５か年の平均値で答えてください。 

     （１単位時間；４５分。実験、実習、課題研究を含む。専攻科の授業を含む。卒業研究は 

含まない。複数教官で担当する場合、実働時間とする。） 

       １） １５単位時間以上 ：[３点] 

       ２） １２～１４時間  ：[２点] 

       ３） １１時間以下   ：[１点] 

 

（２）卒業研究，専攻科特別研究を担当していますか？ 

   １） 上記の２つを担当している ：[２点] 

       ２） 上記の１つを担当している ：[１点] 

 

（３）正規の授業のほかに補習授業を行っていますか？（不定期に実施しているものを含 

       む。） 

       １）進学・就職希望者、資格試験受験者および達成度の低い学生に実施している 

                                       ：[３点] 

       ２）進学・就職希望者および資格試験受験者について実施している ：[２点] 

       ３）達成度の低い学生についてのみ実施している ：[２点] 

       ４）正規の授業で十分理解されていると自信をもっているので、補習授業は行って 

         いない ：[１点] 

       ５）補習授業はまったく考えていない ：[０点] 

 

２．授業内容・方法  [１２] 

（１）シラバスは有効に利用していますか？ 

       １）シラバスの内容を学生によく説明し、講義に利用している ：[３点] 

       ２）シラバスにおおむね沿った授業にしている ：[２点] 

       ３）シラバスはおよその目安としている ：［１点］ 

                                      （出典 庶務課資料） 
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資料３－２－②－３ 

平成 17 年度 自己評価集計結果 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計 総得点 得点率

順位
授業等の

担当
ＦＤ活動 学生生活

指導
経歴関係 研究活動 地域貢献

合計 総得点 得点率
1 45 10 27 26 17 25 150 184 81.5
2 29 18 29 25 15 13 129 165 78.2
3 51 11 26 21 21 15 145 191 75.9
4 44 14 26 26 14 19 143 191 74.9
5 50 9 30 10 18 20 137 191 71.7%
6 45 6 21 24 15 17 128 184 69.6%
7 39 10 29 23 11 15 127 184 69.0
8 43 10 26 24 14 14 131 191 68.6
9 35 15 26 14 15 12 117 172 68.0
10 43 7 20 23 15 17 125 184 67.9
11 44 10 24 22 17 8 125 184 67.9%
12 28 5 33 21 10 15 112 165 67.9
13 29 10 28 19 15 10 111 165 67.3%
14 51 20 24 8 15 10 128 191 67.0%
15 42 6 28 13 14 25 128 191 67.0
16 43 3 32 14 15 16 123 184 66.8
17 47 12 29 16 13 10 127 191 66.5%
18 44 6 25 13 12 25 125 191 65.4
19 26 6 24 22 17 25 120 184 65.2
20 48 10 27 15 15 7 122 191 63.9%
21 41 7 21 11 17 19 116 184 63.0
22 35 7 26 24 15 13 120 191 62.8
23 53 3 21 4 25 12 118 191 61.8%
24 22 10 22 23 4 25 106 172 61.6%
25 34 8 19 26 15 9 111 184 60.3
26 43 11 23 21 6 11 115 191 60.2%
27 30 10 18 23 18 15 114 191 59.7%
28 25 2 33 25 10 2 97 165 58.8%
29 37 6 18 19 18 10 108 184 58.7
30 44 5 28 9 18 6 110 191 57.6%
31 44 5 17 18 15 11 110 191 57.6
32 41 5 25 21 8 6 106 191 55.5%
33 42 1 25 16 10 10 104 191 54.5
34 26 4 18 7 15 19 89 165 53.9%
35 46 7 33 13 2 2 103 191 53.9%
36 49 4 23 22 1 3 102 191 53.4%
37 46 4 25 8 13 5 101 191 52.9%
38 36 9 20 25 1 10 101 191 52.9%
39 43 7 22 17 4 5 98 191 51.3%
40 43 1 21 8 15 10 98 191 51.3%
41 40 5 26 20 1 6 98 191 51.3%
42 35 3 20 20 6 10 94 184 51.1%
43 44 0 19 9 2 20 94 184 51.1%
44 38 8 17 23 6 5 97 191 50.8%
45 39 7 15 15 15 6 97 191 50.8%
46 43 1 21 2 15 9 91 184 49.5%
47 26 4 25 24 2 0 81 165 49.1%
48 29 11 21 6 12 0 79 165 47.9%
49 28 7 23 15 2 2 77 165 46.7%
50 40 2 14 11.8 12 8 87.8 191 46.0%
51 30 4 29 7 0 2 72 165 43.
52 31 7 24 5 6 0 73 172 42.
53 30 1 28 6 7 1 73 172 42.
54 43 1 23 10 3 0 80 191 41.9%
55 31 6 16 10 7 2 72 172 41.9%
56 33 6 10 6 14 8 77 184 41.8%
57 23 5 20 13 3 4 68 165 41.2%
58 28 1 22 5 3 3 62 165 37.
59 28 7 16 7 9 2 69 191 36.
60 28 1 20 2 6 0 57 165 34.
61 32 0 11 7 2 5 57 184 31.
62 38 0 10 3.2 0 0 51.2 191 26.8%

%
%
%
%

%
%
%
%

%

%
%

%
%

%
%

%

%

%

%

6%
4%
4%

6%
1%
5%
0%

 

（出典 庶務課庶務係資料）
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資料３－２－②－４ 

 

教員相互評価 

 

（出典 庶務課人事係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－②－５ 

 

平成 16 年度 教員相互評価結果 

 

（出典 庶務課人事係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－②－６ 

 

学生による教員の評価について 

 

 

（出典 学生課教務係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

資料３－２－②－７ 

 

学生による教員の評価（投票用紙） 

 

 

（出典 学生課教務係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－②－８ 

 

学生による評価結果事例 

 

 

（出典 学生課教務係資料）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－２－②－９ 

学生による授業アンケート集計結果 

 

 

（出典 学生課教務係資料）

 

（分析結果との根拠理由） 

 教員の教育活動を評価する委員会が設置され，教員は自己評価，教員による相互評価，学生による

評価と多面的な評価を受けている。また，授業においても，学生による授業アンケ－トが実施され，

評価を受けている。 

以上のことから，教育活動に関する定期的な評価を適切に実施する体制が整備され，実際に評価が

行われている。 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の事務部は，庶務課，会計課及び学生課から構成されている。以上の部署のうち，教育課程の

展開に直接的に関係するのは，学生課と支援センターである。これらの組織図を資料３－３－①－１

に示す。庶務課の技術系職員（計 13 名，うち１名欠員）（以下「技術職員」という）は技術教育支

援センター（以下「支援センター」という）に所属している（資料３－３－①－２）。 

学生課の事務分掌は，事務分掌規程（資料３－３－①－３）に明文化されている。図書係には，司

書あるいは専門的知識を有する者を配置している。学生課教務係では，4 名の職員が各々シラバス作

成，成績管理，学生異動管理，履修管理等を分担して担当している。学生の授業出欠記録，定期試験

の成績報告，シラバス作成などは学内 LAN を活用したオンラインシステムを構築して効率的な処理を

行っている。 

 学生の実験・実習の技術的支援や教職員からの技術相談等を担当する技術職員が支援センターに配

属されている。支援センターには，１名の技術長と３名の班長を置き専門性（機械系，電気・情報系，

都市・建築系）を考慮した適切な人員配置を行っている。資料３－３－①－４に，各学科等から提出

される業務申請書に基づく業務申請一覧を示す。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の事務部は，庶務，会計，学生の３課から構成され，教育課程の展開に必要な事務職員は学生

課に配置されている。学生課教務係及び図書係には，授業，成績，異動，履修，学術情報等の教育支

援業務を的確に実施するために，業務内容に基づく適切な人数の職員配置を行っている。一部の業務

では，学内 LAN を活用したオンラインシステムを構築して処理の効率化を図っている。技術職員は，

支援センターに属し，教育・研究に関する技術支援と専門的業務を行うために，専門性を考慮して適

切に配置されている。 

 以上のことから，本校において編成された教育課程を展開するのに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されている。 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

資料３－３－①－１ 

技術教育支援センター及び学生課の組織図 

 

       技術教育支援センター長               学生課長 

 

         副センター長                      専門員（厚生補導担当） 

         （庶務課長） 

                     

          技術長            専門職員  専門職員  教務係長  図書係長 

                             （入試担当） （寮務担当） 

                                   主任３ 係員 

  第一班長    第二班長    第三班長                         

（技術専門職員） （技術専門職員） （技術専門職員） 

 

         技術専門職員   技術専門職員 

 

  技術職員３   技術職員    技術職員２ 

 

（出典 現状の組織をもとに作成）

 

資料３－３－①－２ 

技術教育支援センター規則 

（設置） 

第１条 明石工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教室系技術職員の職務が、教育・研究の進展とと

もに、高度化・専門化してきていることに鑑み、本校の教育・研究に関する技術的支援と専門的業務を円滑に効率

的に行うため、技術教育支援センター（以下「センター」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 センターに、センター長、副センター長、技術長、技術専門職員及び技術職員を置く。 

２ センターに、第１技術班、第２技術班、第３技術班を置く。 

（業務） 

第３条 センターは、本校の教育・研究の支援及び技術に関する次の業務を行う。 

(1) 学生の実験実習、演習及び卒業研究に関する技術指導 

(2) 全校を対象とした技術に関する業務 

(3) 共同研究等における技術相談、技術協力及び技術指導に関すること 

(4) センターの管理・運営に関すること 

(5) その他、センター長が必要と認めたもの 

２ 前条第２項に定める各班においては、当該各分野に関する専門技術業務及び技術開発並びに学生の技術指導を行

う。 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

（センター長） 

第４条 センター長は、本校の教授、助教授の中から校長が任命する。 

２ センター長は、センターの業務を統括する。 

（副センター長） 

第５条 副センター長は、庶務課長をもって充てる。 

２ 副センター長は、センター長の職務を補佐する。 

（技術長） 

第６条 技術長は、センター長及び副センター長を補佐し、センターの業務を掌理する。 

（技術班長） 

第７条 第２条第２項に定める各班に班長を置き、技術専門職員をもって充てる。 

２ 班長は、班の業務を掌理する。 

（技術専門職員） 

第８条 技術専門職員は、高度の専門技術に基づき、センター及び当該班に関する業務を行う。 

（技術職員） 

第９条 技術職員は、センター及び当該班に関する専門の業務を行う。 

（センター委員会） 

第 10 条 センターの運営に関する重要事項を審議するため、センター委員会を置く。 

２ センター委員会に関し、必要な事項については、別に定める。 

（研修） 

第 11 条 教室系技術職員の職務と責任の遂行に必要な知識、技術等を修得させ、能力、資質等を向上させることに

よって、本校の教育・研究に寄与することを目的として、研修を行う。 

２ 研修の内容、方法等については、別に定める。 

（その他） 

第 12 条 この規則に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ 明石工業高等専門学校実習工場規程（平成５年３月１８日制定）は、廃止する。 

附 則 

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

（出典 明石工業高等専門学校規則集）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－３－①－３ 

明石工業高等専門学校事務分掌規程（抜粋）
 
（学生課） 
第４条 学生課に専門員（厚生補導担当）、専門職員（入試担当）、専門職員（寮務担当）並びに教務係
及び図書係を置く。 

２ 専門員（厚生補導担当）は，次の事務をつかさどる。 
（１）学生の課外教育に関する専門的事項に関すること。 
（２）学生に対する奨学金，授業料等の減免・徴収猶予及び経済的援助に関すること。 
（３）課外活動施設，福利厚生施設及び保健室の管理運営に関すること。 
（４）学生の安全管理及び保健管理に関すること。 
（５）学生旅客運賃割引証及び通学証明に関すること。 
（６）日本スポーツ振興センター「災害共済給付」の事務に関すること。 
（７）学生の集会・掲示等に関すること。 
（８）学生の表彰及び懲戒に関すること。 
（９）学生に対する職業指導及び就職あっせんに関すること。 
（10）学生相談に関すること。 
（11）学生の遺失物及び拾得物に関すること。 
（12）学生主事及び学生課長印の管守に関すること。 
（13）学生の厚生補導にかかる調査及び統計に関すること。 
（14）その他学生の厚生補導に関すること。 
３ 専門職員（入試担当）は，次の事務をつかさどる。 
（１）教育懇談会及び学校説明会等の学生募集に関すること。 
（２）学生（外国人留学生を含む）の入学者の選抜に関すること。 
（３）入学試験にかかる調査及び統計に関すること。 
（４）その他入学試験に関すること。 
４ 専門職員（寮務担当）は，次の事務をつかさどる。 
（１）学生の入退寮に関すること。 
（２）寮生の外出及び外泊に関すること。 
（３）寮生に対する寄宿料の免除に関すること。 
（４）学生寮における施設設備の維持保全及び環境整備に関すること。 
（５）寮生の諸経費の経理に関すること。 
（６）寮務主事印の管守に関すること。 
（７）学生寮にかかる調査及び統計に関すること。 
（８）その他学生寮の管理運営に関すること。 
５ 教務係においては，次の事務をつかさどる。 
（１）学生に関する事務の総括並びに連絡調整に関すること。 
（２）学生の入学，転科，休学，退学，転学，留学，除籍，卒業・修了等学籍に関すること。 
（３）教育課程の編成及び授業に関すること。 
（４）学生の試験及び成績に関すること。 
（５）学生の学業成績及び JABEE の記録，整理・保管に関すること。 
（６）外国人留学生並びに研究生，科目等履修生及び聴講生に係る教務事務に関すること。 
（７）学生の教務にかかる調査及び統計に関すること。 
（８）その他学生課の他係に属さない事項に関すること。 
６ 図書係においては，次の事務をつかさどる。 
（１）図書の受入れに関すること。 
（２）図書の購入計画に関すること。 
（３）図書の分類に関すること。 
（４）図書の目録作成に関すること。 
（５）図書の保管及び書庫内の配架整理に関すること。 
（６）図書の閲覧及び貸出しに関すること。 
（７）図書及び図書館の利用についての指導に関すること。 
（８）図書関係の調査及び統計に関すること。 
（９）その他図書館の管理運営に関すること。  

（出典 明石工業高等専門学校規則集）
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明石工業高等専門学校 基準３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－３－①－４ 

平成 17 年度 業務申請一覧（一部） 

平成17年度　業務申請一覧
整理番号 名称 項  目 期間 支援内容 部科課 申請者 前期 後期 人数 系

週・学年 時限 週・学年 時限

1 AMeJ01 工作実習Ⅰ_1M 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 機械工学科 花田治行 月1 2 月1 3 6

2 AMeJ02 工作実習Ⅱ_2M 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 機械工学科 花田治行 火2 1･2 木2 1･2 6

3 AMeJ03 総合実習_3M 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 機械工学科 花田治行 木3 3･4 木3 3･4 6

4 AMeJ04 物理学実験_4M 前期授業 RF 実験・実習・演習支援 機械工学科 藤原誠之 水4 3･4 2

5 AMeJ05 工学実験Ⅰ_4M 後期授業 RS 実験・実習・演習支援 機械工学科 丸茂榮佑 月4 1･2  

6 AMeS01 創発ゼミ_1ME森下 短期（1月以内） MS 実験・実習・演習支援 機械工学科 森下智博  

7 AEjI01 プログラミングI 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 宮本行庸 水1 3 木1 2  

8 AEjI02 情報処理3E 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 藤野達士 金3 3 火3 3 1

9 AEjJ01 電気情報工学実験II 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 廣田敦志 木3 1･2 火3 1･2  

10 AEjJ02 電気電子工学実験Ⅰ 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 廣田敦志 水4 1･2 金4 3･4  

11 AEjJ03 電気電子工学実験II 前期授業 RF 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 廣田敦志 火5 3･4  

12 AMeJ04 応用物理Ⅱ_4E 短期（1月以内） MS 実験・実習・演習支援 機械工学科 藤原誠之  

13 AEjJ03 電気情報工学実験Ⅰ 後期授業 RS 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 廣田敦志 木2 3･4  

14 AEjI04 コンピュータグラフィックス応用 前期授業 RF 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 宮本行庸 金5 2  

15 AEjS01 創発ゼミ_1ME藤野 後期授業 RS 実験・実習・演習支援 電気情報工学科 藤野達士 水S1 1･2 1

16 BEjZ01 進路情報_E 長期(3月以上） LL 進路資料 電気情報工学科 藤野達士 2

17 BEjM01 クライアントコンピュータ_E 長期(3月以上） LL 学科設備の整備 電気情報工学科 宮本行庸  

18 BEjM01 ファイルサーバ_E 長期(3月以上） LL 学科設備の整備 電気情報工学科 宮本行庸  

19 BEjM02 実験設備・備品管理_E 長期(3月以上） LL 学科設備の整備 電気情報工学科 廣田敦志  

20 BEjM02 設備・備品管理_E 長期(3月以上） LL 学科設備の整備 電気情報工学科 藤野達士 2

21 BEjM03 太陽光発電_E 長期(3月以上） LL  その他 電気情報工学科 堤　保雄 1 Ｅ系

22 CJsM01 情報化推進室_技術支援 長期(3月以上） LL 学校施設整備 電気情報工学科 濱田幸弘  

23 ACiJ01 測量実習Ⅰ_1C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 江口忠臣 火1 3･4 火1 3･4  

24 ACiK01 特別研究_AC_C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援実験支援 都市システム工学科 澤　孝平  S2  S2  

25 ACiJ02 測量実習Ⅱ_2C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 江口忠臣 月2 4 月2 3  

26 ACiI01 コンピュータ設計_3C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 友久誠司 木3 2 火3 2  指定せず

27 ACiJ02 工学実験Ⅰ_3C材料 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 角田　忍 木3 3･4 木3 3･4  

28 ACiJ03 工学実験Ⅱ_4C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 澤　孝平 金4 3･4 金4 3･4  

29 ACiI02 情報処理Ⅱ_4C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 大橋健一 火4 2 水4 2  

30 ACiK01 卒業研究_5C 通年授業 RR 実験・実習・演習支援実験支援 都市システム工学科 友久誠司  5  5 2

31 ACiJ04 工学実験Ⅱ_4C 前期授業 RF 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 友久誠司 金5 3･4 4

32 ACiJO5 工学実験Ⅲ_5C衛生実験 前期授業 RF 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 神田佳一 金5 3･4 2

33 ACiJO6 工学実験Ⅲ_5C溶接 前期授業 RF 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 友久誠司 金5 3･4 4 Ｍ系

34 ACiS01 創発ゼミナール_1AC檀 後期授業 RS 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 大橋健一 水1 1･2 2

35 ACiI03 情報処理Ⅰ_22C 後期授業 RS 実験・実習・演習支援 都市システム工学科 石丸和宏 金2 1 1

36 ACiJ07 応用物理_4C 短期（1月以内） MS 実験・実習・演習支援 機械工学科 藤原誠之 3

37 BCiM01 ＰＣの維持管理_C 長期(3月以上） LL 学科設備の整備 都市システム工学科 石丸和宏 1 指定せず

38 BCiH01 土木学会講演会 短期(1週以内) SS 講演会サポート 都市システム工学科 友久誠司 1

39 AArJ01 ＲＣ構造_4A 通年授業 RR 実験・実習・演習支援 建築学科 田坂誠一 月4 4 月4 4 1

40 AArK01 卒業研究_A中川 通年授業 RR 実験支援 建築学科 中川　肇  5  5 1

年間申請総数 107 件（平成 17 年 5 月現在） 

（出典 技術教育支援センター資料）

 

 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・外国人の専任教員を採用し，英語によるコミュニケーション能力や国際性の向上を積極的に図って

いる。 

・実践的な教育を推進するため，教育経験や企業経験を重視した教員採用を実施している。 

・教員の自己評価，相互評価，学生による教員評価，授業アンケートなど，教員の教育活動に関する

多面的な評価活動を組織的かつ積極的に行っている。 

 

（改善を要する点）  

・特になし 
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明石工業高等専門学校 基準３ 

（３）基準３の自己評価の概要 

一般科目及び各専門科目では，豊かな教養と感性を育てると共に，科学技術の進歩に対応した専門

の知識・技術を教授するため，教員が高等専門学校設置基準に基づいて適切に配置されている。 

専攻科は学位規則に基づき大学評価・学位授与機構の認定を受けており，授業科目担当教員が適切

に配置され，より高度で実践的な技術者を育成するため，JABEE 認定を受けた「共生システム工学」

教育プログラムの学習・教育目標に従って教育を行っている。非常勤教員は，経歴や年齢に係る採用

基準を満たしており，本校の教育目標を達成するために必要な専門分野を考慮して配置されている。 

教員の年齢構成は，各学科ともいずれの年齢層にも偏りなく，全体としてバランスよく構成されて

いる。教員の性別構成では，専門学科の女性教員が少ないものの，一般科目では相応な任用数と職位

分布となっている。また，英語担当の外国人専任教員を採用し，国際性の向上に努めている。 

教員の採用は原則公募制であり，教員選考規則に従って教員選考委員会を開催し，年齢，専門分野，

各種経歴等を考慮した適切な採用がなされている。特に，実践的な教育を実現するため，教育経験や

企業経験を重視した選考が行われている。採用や昇格に当たっては，教員選考規則に手続きが定めら

れ，教員の自己評価を含む個人調書及び面接等により選考が行われている。 

教員の教育活動の定期的な評価として，教育研究活動評価等委員会規程に基づき自己評価の充実を

図るとともに，教員相互評価や学生による教員評価も実施されている。これらの評価結果は，本校の

教員表彰にも反映されている。また，学生の授業アンケートを定期的に実施し，この結果を学内（教

職員及び学生）に開示している。 

教育課程を遂行するための教育支援は，主に学生課及び技術教育支援センターによって組織化され

ている。教務係及び図書係では，授業，成績，異動，履修，学術情報等の教育支援業務を的確に実施

するため適切な人員配置を行っている。技術職員は技術教育支援センターに配属され，各学科等から

の業務申請に基づいて各々の専門性を考慮した適切な人員配置を行い，学生の実験・実習支援や技術

相談に応じるための体制を整備している。 
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